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 当社は、SDGsの達成に向けて、後述の取組を含む社内外に好循環を生み出す取組を推進し、PDCA
（計画-実行-評価-改善）サイクルに沿った継続的な取組およびその改善を、ここに宣言します。 

カテゴリ テーマ 具体的な取組 関連するゴール 

人権・労働 

ワークライフバランス 
ダイバーシティ 

社員が、いきいきと働け
る職場環境を整備し、同
時に、ダイバーシティ経
営の推進を行います 

 

 従業員の多様性、ライフスタイルに合わせた
勤務形態の採用 

 完全週休2日制の先行導入 
 労働安全衛生を向上させる社内研修の実施 
 今後もさらなる、健康経営の取組み推進強化 
 メンタルヘルス相談窓口の設置 
 多言語のマニュアル整備継続 
 女性管理職登用と定年延長推進 

環境 

 
脱炭素・省エネ 

脱炭素・省エネの取組を
強化し、事業活動がもた
らす環境負荷の低減に貢
献します 
 

 

 自社のエネルギー使用量を把握し、削減計画
を策定・実行 

 省エネ設備(LED照明等）の導入促進 
 省エネ型建機・運搬具の導入 
 自社が排出する温室効果ガスの排出量の把

握・削減 
 再生可能エネルギーとグリーン電力の導入 
 建設工事現場の仮設トイレ設置 

内部管理 
組織体制 

   
   事業継続 
レジリエンスを強化し、
持続可能な事業活動を行
います 
 

 

 事故や災害、感染症等の発生時におけるBCP
（事業継続計画）を策定 

 定期的な災害訓練の実施 
 地方自治体等との災害時対応に関する協定締

結 
 レジリエンス認証の取得 

製品・ 
サービス 

 
環境配慮 

事業活動の全領域で環境
負荷の低減に取組、持続
可能な社会の実現に貢献
します 

 
 

 畳・サッシ・断熱材・石膏ボード等の分別を
丁寧に行い、リサイクル処分を徹底 

 壁・屋根・梁・柱など、構造や状況を見なが
ら機械と手で作業を行い、環境に優しい工事
を行う 

 CO２排出量の少ない作業工程への切り替え 
 リサイクルのしやすさに配慮した工事の実施 

地域貢献・ 
社会貢献 

地域づくり 
地域貢献活動を通じて、
住み続けられる街づくり
に貢献します 

 

 地域の防災活動・自然保護活動への貢献 
 フードバンク支援の実施 
 自治体と協定による非常時の自社施設設備の

開放 
 地域のイベントの主催・共催 


